
救 急 業 務 の 実 施 状 況

１ 救急活動状況（前年比）

平成３０年中における救急出動件数は２，３６４件（１７９件減）、搬送人員は２，２５１

人（１６２人減）で、性別でみると男性が１，１９３人〔５３．０％〕、女性が１，０５８

人〔４７．０％〕となっています。

このうち、御坊医療圏内【美浜町・日高町・由良町・印南町・日高川町・御坊市〔管

外〕】への救急出動件数は１，７８９件（１２８件減）、搬送人員は１，７０８人（１２０

人減）であり、田辺医療圏内【みなべ町】への救急出動件数は５７５件(５１件減）、搬送

人員は５４３人（４２人減）でした。

また、総救急出動件数２，３６４件に要した活動時間は延べ約２，８００時間、走行距

離は延べ６９，３６５．８㎞で、救急隊による出動件数の内訳は、日高救急隊１，１４８

件（２８件減）、南部救急隊５５２件（４０件減)、印南救急隊４２１件（６７件減）、中

津救急隊２４３件（４４件減）の順となっています。

なお、救急救命士が行った特定行為は１１０件で、その状況については「６救急救命士

の活動状況」のとおりです。

年別救急出動件数及び搬送件数の推移

※ 昭和５８年１０月１日から救急業務運用開始。

※ 昭和５８年から平成２年９月３０日までは管轄７町村、平成２年１０月１日からは

管轄１０町村。

※ 平成１６年１０月１日、南部町・南部川村が町村合併によりみなべ町となり、管轄

９町村（管轄エリアの増減なし）。
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※ 平成１７年５月１日、川辺町・中津村・美山村が町村合併により日高川町となり、

龍神村が田辺市と合併し、管轄６町となるが、龍神村は田辺市との消防事務の委託に

より業務継続。（管轄エリアの増減なし）。

※ 平成１８年３月３１日、田辺市との消防事務の委託期間が終了したため、管轄６町

となる。（龍神出張所管轄エリア減）

２ 救急活動の実態

(1) 救急出動件数の内容

ア 事故種別（前年比） － 第１表

救急出動件数２，３６４件の事故種別をみると、急病１，５８０件（８４件減）、

一般負傷４２１件（１６件減）、交通事故１７８件（５２件減）、その他１０１件（９

件減）、労働災害３１件（増減なし）、運動競技２１件（３件減）、自損１４件（１４

件減）、自然災害７件（５件増）、水難事故５件（１件減）、加害４件（３件減）、火災

２件（２件減）の順となっています。

なお、急病〔６６．８％〕、一般負傷〔１７．８％〕及び交通事故〔７．５％〕

で救急出動件数全体の９割以上を占めています。

上記の事故種別割合を全国平均〔平成２９年中〕と比較してみますと、交通事故

〔全国８．１％〕の割合は低くなっていますが、急病〔全国６４．３％〕・一般負傷

〔全国１５．４％〕の割合は高くなっています。
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イ 曜日別出動状況及び月別出動状況（前年比） － 第２表

平成３０年中の曜日別平均出動件数は、３３８件（２５件減）であり、最も出動件

数が多い曜日は、月曜日の３７１件となっています。

次に、月別出動状況を見ると、１ヵ月平均１９７件（１５件減）の出動であり、最

も出動件数が多かったのは８月の２４１件、次に１月の２３４件、７月の２２５件、

９月の２１８件・・・の順となっています。

曜日別・月別救急出動件数

ウ 年齢別搬送人員状況（前年比） － 第３表

救急傷病者を年齢別にみると、８０歳以上９４２人(９８人減）、７０歳代４５１人

（１１人減）、６０歳代２７８人（２７人減）、５０歳代１５４人（６人増）、４０歳

代１１０人（７人増）・・・の順となっており、６５歳以上の高齢者が１，５３６人

で、全体の６８．２％〔平成２９年全国５８．８％〕を占めています。
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年齢別搬送人員

年齢区分別搬送人員

※「新生児」：生後２８日未満、「乳幼児」：生後２８日以上満７歳未満、

「少年」：満７歳以上満１８歳未満、「成人」：満１８歳以上満６５歳未満

「高齢者」：満６５歳以上

エ 災害弱者等の搬送状況 － 第４表

全搬送人員２，２５１人中６１２人（２７．２％）が災害弱者であり、その内訳を

みると在宅療法患者１４４人、独居の高齢者１３９人、認知症の高齢者１３１人、寝
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たきりの高齢者１０７人、身体障害者４７人、精神障害者４４人・・・となっていま

す。

また、在宅療法患者の在宅療法としては、インスリン投与中の傷病者が最も多く

４４人となっています。

(2) 救急発生率及び利用度 － 第５表

管轄町別の救急出動件数は、みなべ町５７５件（２４．３％）、日高川町４８９件

（２０．７％）、印南町３８５件（１６．３％）、由良町３０６件（１２．９％）、美浜

町３０４件（１２．９％）、日高町３０３件（１２．８％）、管外２件（０．１％）の順

となっています。

町村別救急出動件数

管轄町の全搬送人員からみた救急発生率〔管内住民１００人当たりの搬送人員〕は

４．３人であり、同発生率から住民搬送状況をみると、住民の約２３人に１人が救急車

を利用したことになります。

なお、救急車利用度の全国平均〔平成２９年中〕が２３人に１人であることから日高

郡内での救急車の利用度は、全国平均と同程度となっています。

また、全搬送人員から救急車利用度を町別にみると、美浜町が約２５人に１人、日

高町が約２７人に１人、由良町が約１９人に１人、印南町が約２３人に１人、みなべ町

が約２４人に１人、日高川町が約２１人に１人が救急車を利用したことになります。

(3) 救急車の活動率（前年比）

ア 隊別出動状況 － 第６表

全救急隊（５隊）の１日当たりの平均出動件数は約６．５件（０．５件減）、１件

当たりの活動所要時間は約７１分（１分増）、走行距離は約２９．３ｋｍ（１．３

ｋｍ減）となっています。

全救急隊のうち、１日当たりの平均出動件数が最も多いのは、日高隊の約３．１

件（０．１件減）で、日高隊の出動件数は、出動件数全体の約４８．５％を占めて

います。

イ 覚知別出動状況 － 第７表

救急出動件数２，３６４件を覚知別にみると、消防専用電話（１１９番）が

２，０２６件（固定電話６５１件、携帯電話８１１件、ＩＰ電話５６４件）で全体の

約８５．７％を占め、次いで加入電話の２４０件、駆付通報８２件、自己覚知１６件
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となっています。

ウ 時間別出動状況 － 第８表

救急出動件数２，３６４件を時間別にみると、就業及び生活行動が活発化する午前

８時から午後８時までの時間帯が１，６１５件で全体の約６８．３％を占め、深夜に

なるほど出動件数は減少しています。

(4) 傷病程度別搬送人員の状況（前年比） － 第９表

平成３０年中に搬送した２，２５１人について、その傷病程度をみると、入院加療を

必要としない軽症患者が全体の４５．０％(１．５％減）、入院加療を要するもので重症

に至らない中等症患者が３８．３％(１．７％増）、３週間以上の入院加療を必要とする

重症患者が１３．２％(０．７％減）、死亡が３．５％（０．５％増）となっています。

この割合を全国平均〔平成２９年中〕でみると、当消防本部では重症患者〔全国８．

４％〕、死亡〔全国１．４％〕の割合が高く、軽症患者〔全国４８．６％〕、中等症患者

〔全国４１．６％〕の割合が低くなっています。

傷病程度別搬送人員

※ 「死亡」：初診時において死亡が確認されたもの。

「重症」：傷病者の程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。

「中等症」：傷病者の程度が入院を必要とするもので重症に至らないもの。

「軽症」：傷病者の程度が入院を必要としないもの。

「その他」：医師の診断がないもの及びその他の場所に搬送したもの。
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(5) 事故発生箇所別搬送人員状況 － 第１０表

各傷病者を事故発生箇所別にみると、急病は住宅で発生したものが約７７％を占め、

交通事故は道路で約９３％、一般負傷は住宅で約６０％が発生しています。

(6) 診療科目別搬送人員及び収容状況 －第１１表

平成３０年中に救急搬送した傷病者２，２５１人を診療科目別にみると、内科７０１

人（３１．１％）、整形外科４５８人(２０．３％）、脳神経外科４０３人(１７．９％）、

消化器科１７１人（７．６％）、循環器科１４３人（６．４％）、呼吸器科１３８人

（６．１％）・・・の順となっています。

診療科目別搬送人員

３ 医療機関の実態

(1) 全救急隊（５隊）の救急傷病者収容状況

ア 医療機関別 － 第１２表

平成３０年中に搬送した傷病者数は２，２５１人で、その収容状況を医療機関別に

みると、第１位が日高病院の８２６人（３６．７％）、第２位が北出病院の５３８人

(２３．９％）、第３位が南和歌山医療センターの２７９人(１２．４％）、第４位が紀

南病院の２４１人（１０．７％）、第５位が北裏病院の１１６人（５．１％）、第６位

が和歌山病院の９０人（４．０％）の順となっています。

なお、これら上位６病院で全傷病者の約９２．８％が収容されています。

(ｱ) 重症患者の収容状況 －第１３表

全搬送人員のうち重症患者は２９８人で、その収容状況をみると第１位が日高病

院の１０７人 (３５．９％）、第２位が北出病院の６３人（２１．１％）、第３位が

南和歌山医療センターの３３人（１１．１％）の順となっています。

(ｲ) ＣＰＣＲ実施傷病者の収容状況 － 第１３表

ＣＰＣＲ（心肺脳蘇生法をいう。以下同じ。）を実施しながら医療機関に搬送

した傷病者９２人の収容状況をみると、第１位が日高病院の２６人（２８．３％）、

第２位が北出病院の２３人（２５．０％）、第３位が和歌山病院の１６人（１７．
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４％）の順となっています。

イ 医療機関の所在地別収容状況 －第１２表

収容医療機関の所在地別に救急傷病者の収容状況をみると、全傷病者のうち御坊市

内の医療機関に１，４８２人（６５．８％）、田辺市内医療機関に５４４人（２４．２

％）、管内である日高郡内の医療機関に９９人(４．４％）、その他県内外医療機関

に１２６人（５．６％）となっています。

ウ 事故種別による収容状況 － 第１４表

事故種別からみて救急件数の多い急病、一般負傷及び交通事故について、それぞれ

の種別ごとに救急傷病者の医療機関収容状況をみると次のようになります。

(ｱ) 急病の場合は、第１位が日高病院の４１．４％、第２位が北出病院の２３．３

％、第３位が紀南病院の１１．８％の順であり、これら上位３病院によって全急病

傷病者の約７６．５％が収容されています。

(ｲ) 一般負傷の場合は、第１位が日高病院の３１．９％、第２位が北出病院の２６．

１％、第３位が北裏病院の１３．５％の順であり、これら上位３病院によって全一

般負傷傷病者の約７１．５％が収容されています。

(ｳ) 交通事故の場合は、第１位が北出病院の２６．４％、第２位が北裏病院の２４．

４％、第３位が日高病院の１８．７％の順であり、これら上位３病院によって交通

事故傷病者の約６９．５％が収容されています。

(2) 転送搬送状況（前年比） － 第１５表

平成３０年中の転送搬送件数（処置困難等の理由により、第一次搬送先医療機関で収

容できないため、他の医療機関へ搬送すること。）は１４件（２件減）であり、転送

理由は、処置困難が９件（６４．３％）、専門外が４件（２８.６％）、その他が１件

（７.１％）となっています。

(3) 医療機関への収容依頼回数状況 － 第１６表

医療機関への収容依頼回数は、平均１．２回であり、これは傷病者１人を収容するの

に、平均１．２カ所の医療機関にしか収容依頼を行っていないことを意味するもので、

この数字は、御坊・田辺両医療圏の救急体制の充実ぶりを反映したものといえます。

４ 救急隊による応急処置の状況 － 第１７表

平成３０年中の搬送人員２，２５１人のうち、救急隊員が応急処置を行った救急傷病者

は、２，２４８人（搬送人員の約９９．９％）です。

救急処置の内容は血中酸素飽和度測定が最も多く２，１７２件、次いで血圧測定

２，１４１件、心電図測定１，９８７件、心音・呼吸音聴取９５５件、保温５５５件、酸

素吸入５５５件・・・の順となっています。（不搬送を除く。）

なお、全搬送人員２，２５１人のうち９２人に対してＣＰＣＲを実施しています。

次に、応急処置の実施率について全国平均（平成２９年中）と比較してみると、全国が

９７．６％であり、当消防本部の実施率は、全国の実施率を上回っています。



５ 救命の実態 － 第１８-１表 ～ 第１８-４表

(1) ＣＰＡ傷病者及びＣＰＣＲ傷病者発生状況

平成３０年中のＣＰＡ傷病者（ＣＰＡ傷病者とは、心臓機能の機械的な活動の停止が

認められる傷病者をいい、一時的に心肺機能停止状態であったと推測されるが、救急隊

到着時には心拍又は呼吸若しくはその両方が再開していた事例を含む。ただし、本調査

では呼吸停止のみ及び不搬送の傷病者は含めない。以下同じ。）は９６人であり、平成

２９年中のＣＰＡ傷病者１２５人に比べ２９人の減少となっており、全救急搬送傷病者

に占める割合は４．３％で、過去３年間（平成２７年から平成２９年）の平均（５．１

％）と比べ０．８％減少しています。

ＣＰＡ傷病者９６人のうち、救急隊がＣＰＣＲ（胸骨圧迫及び人工呼吸）を施した傷

病者は９２人（全ＣＰＡ傷病者の９５．８％、全救急搬送傷病者の４．１％）となって

います。

(2) ＣＰＣＲ傷病者の年齢別発生状況

ＣＰＣＲ傷病者を年齢別にみると、６５歳以上の高齢者（７６人）が全体（９２人）

の８２．６％を占めており、ＣＰＣＲ傷病者の高齢者比率が高いといえます。

(3) ＣＰＣＲ傷病者の蘇生及び救命状況

ＣＰＣＲ傷病者９２人のうち、蘇生（２４時間以上入院した者）に成功したのは３人

（蘇生率３．３％）となっています。

(4) ＣＰＣＲ傷病者の死因別状況

ＣＰＣＲ傷病者の死因（医師の診断に基づく。）をみると、心疾患によるもの（３９

人）が全ＣＰＣＲ傷病者（９２人）の４２．４％を占めており、次にその他（１６人）

１７．４％、呼吸不全（９人）９．８％の順となっています。

(5) 救急隊のＣＰＣＲ着手までの時間

覚知から、救急隊がＣＰＣＲに着手するまでの時間は、１０分から１５分未満が４３

人（４６．７％）、１５分から２０分未満が２０人（２１．７％）、５分から１０分未満

及び２０分から２５分未満が各１０人（各１０．８％）、２５分から３０分未満が４人

（４．３％）、３０分から３５分未満及び６０分以上が各２人（２．２％）、３５分から

４０分未満が１人（１．１％）の順となっています。

(6) バイスタンダーによる救命手当の実施状況

ＣＰＡ傷病者９６人のうち、バイスタンダーにより人工呼吸、胸骨圧迫のいずれか一

方、その両方またはＡＥＤによる除細動が実施されていたものは４８件（５０．０％）

となっています。

このうち、胸骨圧迫と人工呼吸の両方が実施されていたもの４件（４．２％）、胸骨

圧迫のみ実施されていたもの４３件（４４．８％）、人工呼吸のみ実施されたもの０件

（０．０％）、ＡＥＤによる除細動が実施されたもの３件（３．１％）でした。

(7) 救急隊別バイスタンダーＣＰＣＲ実施状況と蘇生等の状況

救急隊別にバイスタンダーによるＣＰＣＲ実施状況をみると、すべて救急救命士が救

急車に乗車しており、心拍又は呼吸若しくはその両方が再開した傷病者（一時的に心肺



機能停止状態であったと推測されるが、バイスタンダーの救命手当により、救急隊到着

時には心拍又は呼吸若しくはその両方が再開した傷病者４人を含む。）は、３０人(バイ

スタンダーによる救命手当ありが１７人、救命手当なしが１３人)、３０日以上の生存者

は４人でうち３人が社会復帰されています。

６ 救急救命士の活動状況

平成３０年中における救急救命士が実施した特定行為（重度傷病者のうち、心肺機能停

止状態の傷病者に対して、救急救命士が医師の具体的な指示に基づき実施した救命処置を

いう。以下同じ。）は、救急隊員によりＣＰＣＲが施され、かつ、医療機関に収容された

傷病者９２人全員に対して実施されており、気道確保は８２人（気管挿管４人及び食道閉

鎖式エアウェイ７８人）、静脈路確保は４７人（うち薬剤投与２６人）、除細動は１６人に

実施しています。

心肺停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液（ショックに伴う輸液）は１３人

に、血糖測定並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与は４人に実施しています。

救急救命士の活動状況については以下のとおりです。

(1) 出動状況

救 急 隊 別 出 動 件 数 搬 送 人 員

全 救 急 隊 (A) ２，３６４件 ２，２５１人

救急救命士乗車隊 (B) ２，３６１件 ２，２４８人

救命士乗車比率〔(B)/(A)〕 ９９．９％ ９９．９％



(2) 特定行為の実施状況

特 定 行 為 実 施 件 数 実 施 人 員

気 道 確 保 ８２件 ８２人（食道閉鎖式エアウェイ ７８人）

(気管挿管 ４人)

静 脈 路 確 保 ６４件 ６４人

心 肺 停 止 ４７件 ４７人（薬剤投与 ２６人）

１３人（ショックに伴う輸液 １３人）

心肺停止前 １７件

４人 （ブドウ糖投与 ４人）

除 細 動 １６件 １６人

(3) 事故種別特定行為実施状況

事 故 種 別
特 定 行 為

急 病 交 通 一 般 自 損 水 難 労 災 合 計

気 道 確 保 ６０ ３ １５ ２ １ １ ８２

静 脈 路 確 保 ４２ ３ １３ ４ １ １ ６４

シ ョ ッ ク ８ ２ １ ２ １３

ブ ド ウ 糖 ４ ４

除 細 動 １３ １ １ １ １６

(4) 指示病院からの具体的指示の状況

救急救命士が特定行為を実施するのに際し、指示病院から受けた具体的指示の状況は、

次表のとおりです。



指 示 病 院 選 定 理 由

指示病院名

かかりつけ 原因疾患 指示輪番 外 傷 その他 合 計(%)

日 高 病 院 ６ １４ １ ８ 29(26.4%)

和歌山病院 ８ ７ 15(13.6%)

北 出 病 院 ５ １７ ８ 30(27.3%)

北 裏 病 院 ２ 2(1.8%)

紀 南 病 院 ３ １７ 20(18.2%)

南 和 歌 山 ９ 9(8.2%)

そ の 他 ５ 5(4.5%)

合 計(%) 22(20.0%) 38(34.6%) 3(2.7%) 47(42.7%) １１０

（100%）

７ 住民指導等

(1) 上級救命講習の実施状況 － 第１９表

当消防本部では、平成８年６月から実施している普通救命講習の修了者を対象に実施

しており、平成３０年中には、救急医療週間中に１回実施し８名が受講、総受講者数は

４７２人となっています。

(2) 普通救命講習Ⅱの実施状況 － 第２０表・第２１表

業務の内容や活動領域の性格から一定の頻度で心肺停止者に対し応急の対応をするこ

とが期待・想定されている者を対象とする普通救命講習Ⅱを平成１７年から実施し、総

受講者数は１１７人となっています。

(3) 普通救命講習Ⅰの実施状況 － 第２２表 ～ 第２６表

平成３０年中において普通救命講習Ⅰを４４回実施し、６００人が受講しました。

なお、受講者の年齢層は、１０歳代が４９９人（８３．２％）と最も多く、次に５０

歳代の２７人（４．５％）、６５歳以上の２２人（３．７％）、６０歳～６４歳の１６人

（２．６％）、４０歳代の１３人（２．２％）、３０歳代の１２人（２．０％）、 ２０歳

代の１１人（１．８％）、となっています。



また、男女別では、男性が３０６人（５１．０％）、女性が２９４人（４９．０％）

となっています。

次に、受講者を職業別にみると、学校関係者が４９７人（８２．８％）、その他団体

が３５人（５．８％）、各種事業所関係者が３３人（５．５％）、消防団関係が２７人

（４．５％）・・・となっています。

普通救命再講習は１９回実施し、１３５人が受講しています。

(4) 一般講習〔救急講習〕 － 第２７表

平成３０年中において管内各地で行った救急講習会は９０回で、２，０４０人に対し

て心肺蘇生法等の指導を行っています。


